
小
林
寛
提
出
学
位
申
請
論
文
（
課
程
博
士
）

『
近
代
東
ア
ジ
ア
の
思
想
家
に
お
け
る
神
道
観
』
審
査
要
旨

論
文
の
内
容
の
要
旨

本
論
文
は
近
代
東
ア
ジ
ア
の
思
想
家
が
、
日
本
の
神
道
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
、
神
道
把
握

の
特
徴
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
。
序
論
で
は
「
１
研
究
目

的
」「
２
研
究
方
法
」「
３
研
究
対
象
」「
４
先
行
研
究
」
を
記
述
す
る
。

第
一
章
「
東
ア
ジ
ア
の
『
神
道
』」
に
お
い
て
は
、『
論
語
』
と
『
易
経
』
に
み
え
る
「
神
」

と
「
神
道
」
の
用
語
の
も
つ
意
味
を
、
東
ア
ジ
ア
の
儒
教
の
伝
統
か
ら
再
確
認
し
よ
う
と
し
て

い
る
。『
論
語
』
に
あ
る
「
神
」
の
用
語
に
は
「
神
」
を
祈
る
対
象
と
す
る
例
が
あ
る
が
、
神
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自
体
に
つ
い
て
の
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。『
易
経
』
に
お
い
て
は
、「
神
道
」
の
用
例
が
あ
る

が
、「
く
す
し
き
力
」
を
意
味
す
る
の
み
で
、
い
わ
ゆ
る
「
神
の
道
」
と
異
な
る
。
日
本
の
神

道
に
関
す
る
東
ア
ジ
ア
の
思
想
家
の
「
神
道
」
観
は
、
こ
れ
ら
の
儒
教
的
な
「
神
」「
神
道
」

の
解
釈
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
い
う
。
本
章
の
後
半
で
津
田
左
右
吉
の
『
日
本
の
古
典
』
を

取
り
上
げ
、
本
書
に
は
先
入
観
に
よ
る
思
い
込
み
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
。

第
二
章
「
魏
源
の
日
本
評
価
」
に
お
い
て
は
、
ア
ヘ
ン
戦
争
直
後
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
洋
務

運
動
の
思
想
家
・
魏
源
（
一
七
九
二
〜
一
八
五
七
）
の
日
本
観
お
よ
び
宗
教
思
想
を
考
察
し
て

い
る
。
魏
源
の
『
海
国
図
志
』
に
お
け
る
日
本
の
記
述
に
は
、「
神
道
」
の
語
を
用
い
た
例
が

な
く
と
も
、
清
潔
を
重
ん
ず
る
日
本
の
生
活
の
姿
が
描
か
れ
、
神
道
を
基
底
と
す
る
日
本
文
化

に
由
来
す
る
清
浄
感
が
記
さ
れ
て
い
る
。
魏
源
の
『
海
国
図
志
』
は
、
日
本
の
対
西
洋
の
方
策

の
参
考
と
さ
れ
、
日
本
の
国
防
問
題
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

第
三
章
「
張
之
洞
の
日
本
観
」
に
お
い
て
は
、
張
之
洞
（
一
八
三
七
〜
一
九
○
九
）
の
日
本

観
お
よ
び
宗
教
観
を
取
上
げ
て
い
る
。
魏
源
も
張
之
洞
も
洋
務
運
動
の
思
想
家
で
あ
り
、「
中
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体
西
用
」
を
掲
げ
、
伝
統
的
な
体
制
を
維
持
し
な
が
ら
、
西
洋
技
術
の
導
入
を
図
ろ
う
と
し

た
。
張
之
洞
の
場
合
も
、
日
本
の
神
道
に
つ
い
て
の
記
述
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し

そ
の
日
本
観
に
お
い
て
、
神
々
を
尊
崇
す
る
天
皇
が
、
国
家
を
統
合
し
て
い
る
と
い
う
理
解
や

伝
統
精
神
を
重
ん
ず
る
こ
と
へ
の
洞
察
が
窺
え
る
。
張
之
洞
は
清
朝
の
中
枢
に
あ
っ
て
、
皇
帝

制
度
と
儒
教
精
神
と
を
「
中
体
」
と
し
て
、
国
家
の
根
幹
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
を
明
ら

か
に
す
る
。

第
四
章
「
康
有
為
の
神
道
観
」
で
は
、
変
法
運
動
の
思
想
家
と
し
て
も
っ
と
も
著
名
な
康
有

為
（
一
八
五
八
〜
一
九
二
七
）
の
神
道
観
を
中
心
に
論
述
し
て
い
る
。
変
法
運
動
と
は
、
法
律

や
制
度
を
変
革
し
て
、
西
洋
的
な
立
憲
君
主
制
、
議
会
制
度
、
選
挙
制
度
な
ど
を
導
入
し
よ
う

と
す
る
も
の
だ
。
康
有
為
を
は
じ
め
と
す
る
変
法
運
動
家
に
、
そ
の
成
功
例
と
し
て
、
日
本
の

明
治
維
新
を
参
考
に
し
よ
う
と
し
た
。
康
有
為
は
『
日
本
変
政
考
』
を
執
筆
し
、
天
皇
が
中
核

と
な
っ
て
中
央
集
権
国
家
を
建
設
し
た
こ
と
が
、
日
本
を
強
勢
に
し
た
要
因
と
論
じ
て
い
る
。

ま
た
日
本
は
天
皇
と
国
民
と
の
親
近
性
の
あ
る
こ
と
や
、
神
道
を
国
家
の
儀
礼
と
し
て
、
国
教
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的
に
理
解
し
て
い
た
。
そ
の
こ
と
が
、
儒
教
を
国
教
に
し
よ
う
と
し
た
孔
教
運
動
の
契
機
に
な

っ
た
と
い
う
。
た
だ
し
康
有
為
は
西
洋
の
政
治
制
度
は
、
実
は
『
礼
記
』「
礼
運
」
に
淵
源
が

あ
る
と
い
う
、
政
治
制
度
の
中
華
起
源
論
を
主
張
。
彼
の
主
要
三
部
作
『
新
学
偽
経
考
』『
孔

子
改
制
考
』『
大
同
書
』
の
う
ち
、『
大
同
書
』
は
平
等
・
平
和
・
扶
助
の
理
想
社
会
の
在
り
方

を
提
示
し
、
東
ア
ジ
ア
の
思
想
家
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
。

第
五
章
「
黄
遵
憲
の
神
道
観
」
に
お
い
て
は
、
変
法
運
動
家
の
一
人
で
あ
る
黄
遵
憲
（
一
八

四
八
〜
一
九
○
五
）
の
日
本
観
お
よ
び
神
道
観
を
記
述
し
て
い
る
。
黄
遵
憲
の
『
日
本
国
志
』

は
康
有
為
の
『
日
本
変
政
考
』
よ
り
も
早
く
執
筆
さ
れ
、
神
道
に
つ
い
て
も
、
比
較
的
詳
細
な

見
解
が
み
ら
れ
る
。
日
本
の
神
道
は
道
教
に
類
似
し
て
お
り
、
道
教
に
淵
源
が
あ
る
と
捉
え

た
。
ま
た
近
代
化
に
際
し
て
、
日
本
文
化
を
生
か
す
上
で
神
道
を
国
家
儀
礼
と
し
て
採
用
し

た
。
つ
ま
り
彼
は
、
日
本
の
伝
統
を
重
視
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
政
治
制
度
の
変
革
を
成
功
さ

せ
た
と
見
る
。
そ
の
伝
統
は
中
華
の
文
化
を
起
源
と
し
て
い
る
と
も
、
主
張
し
て
い
る
。

第
六
章
「
金
弘
集
と
日
本
」
で
は
、
朝
鮮
半
島
の
金
弘
集
（
一
八
四
二
〜
一
八
九
六
）
の
日
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本
観
を
考
察
す
る
。
彼
は
前
述
し
た
黄
遵
憲
の
『
朝
鮮
策
略
』
を
評
価
・
参
照
し
て
、
世
界
状

勢
の
中
の
自
国
を
理
解
し
て
い
た
。
日
本
へ
の
「
修
信
士
」
と
し
て
派
遣
さ
れ
、
日
本
の
事
情

を
認
識
し
、
大
韓
帝
国
の
総
理
に
就
任
し
た
際
は
、
日
本
に
「
紳
士
遊
覧
団
（
具
体
的
に
は
留

学
生
）」
を
派
遣
し
て
祖
国
の
強
勢
化
に
努
め
た
。
金
弘
集
に
お
い
て
も
、
日
本
の
宗
教
政
策

を
踏
ま
え
て
自
国
の
政
治
に
採
用
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
ま
た
日
本
の
神
道
に
つ
い
て
の
言
及

が
な
い
た
め
、
明
白
に
は
言
え
な
い
が
、
否
定
的
に
捉
え
て
い
な
い
。
彼
の
政
策
に
よ
っ
て
日

本
に
留
学
し
た
学
生
達
は
、
日
本
の
人
士
と
深
い
つ
な
が
り
を
有
し
な
が
ら
、
自
国
の
固
有
性

と
ア
ジ
ア
の
共
通
性
に
つ
い
て
の
思
索
を
深
め
、
日
本
の
政
治
制
度
の
変
革
を
参
考
に
し
よ
う

と
し
た
こ
と
は
確
認
で
き
る
。

第
七
章
「
李
炳
憲
に
お
け
る
神
道
」
に
お
い
て
は
、
朝
鮮
半
島
の
出
身
で
あ
り
な
が
ら
康
有

為
の
弟
子
で
あ
っ
た
李
炳
憲
（
一
八
七
一
〜
一
九
四
○
）
の
思
想
や
神
道
観
を
取
上
げ
る
。
康

有
為
の
影
響
を
受
け
た
李
炳
憲
は
、
儒
教
を
国
教
と
し
て
、
国
家
儀
礼
を
整
備
し
よ
う
と
す

る
。
日
本
の
併
合
下
に
あ
り
な
が
ら
、
自
国
の
自
立
を
考
え
、
同
時
に
世
界
が
「
大
同
」
の
世
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に
な
る
こ
と
を
摸
索
し
た
。
そ
の
際
、「
帝
は
東
よ
り
出
ず
」
と
い
う
『
易
経
』
の
言
葉
を
引

用
し
て
、
東
ア
ジ
ア
三
地
域
の
神
々
す
な
わ
ち
朝
鮮
の
神
に
も
日
本
の
天
照
大
神
を
は
じ
め
と

す
る
神
に
も
中
国
の
上
帝
も
、
朝
鮮
の
「
白
山
」＝

「
白
頭
山
」
よ
り
出
た
も
の
で
、
名
を
異

に
し
て
も
同
じ
存
在
で
あ
る
と
主
張
。
日
本
の
『
古
事
記
』
や
『
日
本
書
紀
』
に
つ
い
て
の
言

及
は
あ
る
が
、
朝
鮮
半
島
が
東
ア
ジ
ア
、
ひ
い
て
は
世
界
の
「
故
地
」
で
あ
る
と
見
な
し
て
い

た
。第

八
章
「
朴
章
鉉
の
神
道
観
」
で
は
、
日
韓
併
合
の
時
代
に
民
族
儒
教
の
確
立
に
力
を
注

ぎ
、
近
代
的
な
民
族
意
識
に
よ
る
自
立
を
め
ざ
し
た
朴
章
鉉
（
一
九
○
八
〜
一
九
四
○
）
の
神

道
観
を
論
述
し
て
い
る
。
彼
は
二
松
学
舎
で
学
ぶ
体
験
を
有
し
、『
日
本
略
史
』
や
『
詠
日
本

史
』
な
ど
を
著
わ
し
た
。
神
道
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
「
国
家
の
宗
祀
」
た
る
神
道
を
、
自
国

の
自
立
の
た
め
に
参
照
し
て
い
る
。
自
立
に
は
、
民
衆
の
精
神
の
紐
帯
が
必
要
と
考
え
て
い

た
。
靖
国
神
社
を
詠
ん
で
い
る
詩
に
は
、「
臣
民
」
と
い
う
言
葉
で
天
皇
を
中
心
と
す
る
王
道

を
支
え
る
民
衆
を
評
価
し
て
い
る
。
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「
結
論
」
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
取
り
上
げ
て
き
た
七
人
の
近
代
東
ア
ジ
ア
の
思
想
家
に

お
け
る
神
道
観
を
、
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。
神
道
に
対
す
る
肯
定
的
な
評
価
は
、
特

に
変
法
運
動
の
思
想
家
を
中
心
に
政
治
的
変
革
の
側
面
か
ら
、
儀
礼
の
意
味
に
お
い
て
な
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
神
社
に
つ
い
て
は
、
儒
教
的
な
廟
の
概
念
か
ら
把
握
さ
れ
、

神
道
儀
礼
は
政
治
的
な
「
礼
」
で
あ
り
、
国
民
の
精
神
の
統
合
的
な
機
能
と
し
て
理
解
さ
れ
評

価
さ
れ
て
い
た
。
近
代
東
ア
ジ
ア
の
思
想
家
は
、
日
本
の
神
道
を
そ
れ
ぞ
れ
の
思
想
的
世
界
構

想
の
中
に
位
置
づ
け
て
、
理
解
し
て
い
た
と
結
ん
で
い
る
。

論
文
審
査
の
結
果
の
要
旨

本
論
文
は
近
代
東
ア
ジ
ア
の
思
想
家
が
、
日
本
の
神
道
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
、
神
道
把
握

の
特
徴
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
究
明
し
よ
う
と
し
た
論
考
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、

清
朝
時
代
の
魏
源
・
張
之
洞
・
康
有
為
・
黄
遵
憲
の
四
人
、
朝
鮮
半
島
で
は
金
弘
集
・
李
炳
憲

・
朴
章
鉉
の
三
人
を
取
上
げ
、
人
物
像
や
思
想
お
よ
び
日
本
観
や
神
道
観
な
ど
に
つ
い
て
論
じ
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て
い
る
。
そ
こ
で
彼
ら
が
、
日
本
や
日
本
の
神
道
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
た
か
、
論
者
の

見
解
を
整
理
し
て
み
た
い
。

東
ア
ジ
ア
の
思
想
家
が
日
本
の
明
治
維
新
に
つ
い
て
注
目
し
て
い
た
の
は
周
知
の
事
で
あ
る

が
、
維
新
以
前
日
本
は
他
の
周
辺
諸
国
と
相
違
の
あ
る
見
方
を
さ
れ
て
い
た
。
ア
ヘ
ン
戦
争
中

林
則
徐
に
依
頼
さ
れ
て
執
筆
し
た
魏
源
の
『
海
国
図
志
』
に
は
、
ル
ソ
ン
や
ジ
ャ
ワ
な
ど
日
本

と
面
積
は
同
じ
な
の
に
、
前
者
は
「
併
呑
」
さ
れ
、
後
者
日
本
は
「
強
盛
を
誇
っ
て
い
る
」
と

評
価
さ
れ
て
い
る
の
は
興
味
深
い
。
明
治
維
新
後
の
日
本
に
つ
い
て
は
、
法
律
や
諸
制
度
を
変

革
し
て
国
力
の
増
強
を
図
ろ
う
と
「
変
法
運
動
」
を
展
開
し
た
康
有
為
・
黄
遵
憲
・
梁
啓
超

（
一
八
七
三
〜
一
九
二
七
）
ら
が
、
日
本
に
注
目
し
た
の
は
当
然
で
あ
っ
た
。
と
く
に
『
日
本

変
政
考
』
を
執
筆
し
た
康
有
為
は
、「
保
皇
」
を
主
張
し
な
が
ら
も
、
皇
帝
と
臣
下
や
民
衆
と

が
隔
絶
し
た
従
来
の
あ
り
方
を
批
判
。
日
本
は
、
君
主
と
民
衆
と
が
一
体
と
な
ろ
う
と
し
て
い

る
点
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。
ま
た
朝
鮮
半
島
の
思
想
家
た
ち
が
、
開
国
後
日
本
に
強
い
関
心

を
向
け
、
明
治
維
新
後
の
日
本
の
政
治
制
度
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
変
革
の
状
況
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を
知
ろ
う
と
し
た
こ
と
を
確
認
す
る
。
金
弘
集
は
日
本
視
察
の
た
め
二
度
も
「
修
信
使
」
と
し

て
派
遣
さ
れ
、
日
本
に
つ
い
て
の
報
告
書
を
上
奏
。
彼
が
総
理
大
臣
就
任
後
は
、
日
本
に
留
学

生
を
送
っ
た
。
朝
鮮
半
島
の
思
想
家
が
日
本
に
関
心
を
向
け
た
理
由
は
、
な
ぜ
日
本
が
「
強
盛

な
国
」
に
な
っ
た
か
を
知
ろ
う
と
い
う
意
識
が
強
か
っ
た
と
、
主
張
し
て
い
る
。
明
治
政
府
に

お
い
て
は
天
皇
を
中
心
と
し
た
王
道
の
確
立
が
、
日
本
強
盛
の
要
因
で
あ
っ
た
。
朝
鮮
に
も
王

は
存
在
し
た
が
、
日
本
の
よ
う
に
民
衆
と
共
に
あ
る
と
い
う
意
識
が
皆
無
で
あ
っ
た
こ
と
を
反

省
し
て
い
る
と
み
る
。

東
ア
ジ
ア
の
思
想
家
の
日
本
の
神
道
観
お
よ
び
神
道
把
握
の
特
徴
に
つ
い
て
、
論
者
の
主
張

を
整
理
す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
。
清
朝
の
思
想
家
と
朝
鮮
半
島
の
思
想
家
と
の
間
に
は

若
干
の
相
違
は
あ
る
が
、
儒
教
的
伝
統
や
孔
教
運
動
の
影
響
も
あ
っ
て
、
日
本
の
神
道
を
儒
教

的
背
景
か
ら
捉
え
よ
う
と
し
て
い
た
。
二
、
三
の
例
を
あ
げ
る
と
、
�
神
社
は
儒
教
的
な
廟
の

概
念
で
捉
え
て
い
る
。
日
光
東
照
宮
は
、
時
代
を
代
表
す
る
人
間
の
霊
を
祀
る
と
こ
ろ
。
靖
国

神
社
に
は
「
忠
臣
」
と
い
う
言
葉
で
、
天
皇
の
た
め
に
ま
た
は
国
家
に
奉
仕
す
る
民
衆
の
霊
と
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し
て
評
価
す
る
。
�
日
本
の
神
道
や
神
は
「
道
教
と
同
じ
」
と
か
「
道
教
に
淵
源
を
も
つ
」
と

い
う
捉
え
方
を
し
て
い
る
。
�
近
代
化
を
進
め
る
に
当
っ
て
は
、
自
国
文
化
を
生
か
す
工
夫
が

不
可
欠
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
国
家
儀
礼
と
し
て
の
神
道
が
、
重
要
で
あ
っ
た
と
把
握
。
清
朝

や
朝
鮮
半
島
の
思
想
家
た
ち
に
は
、
儒
教
的
伝
統
が
背
景
に
存
在
し
た
た
め
、
儒
教
を
国
教
も

し
く
は
国
家
儀
礼
と
し
て
位
置
づ
け
よ
う
と
し
た
。
日
本
は
明
治
維
新
後
、
神
道
を
国
家
の
儀

礼
に
位
置
づ
け
る
こ
と
に
成
功
し
た
政
策
を
、
彼
ら
は
参
考
に
し
た
。
�
彼
ら
は
自
己
の
内
面

の
課
題
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
神
道
を
評
価
し
て
い
な
い
。
あ
く
ま
で
儒
教
的
世
界
観
の
中

に
、
神
道
を
位
置
づ
け
て
理
解
し
た
の
に
過
ぎ
な
い
、
と
受
け
と
め
ら
れ
る
。

東
ア
ジ
ア
社
会
の
経
済
・
政
治
・
文
化
な
ど
の
交
流
が
ま
す
ま
す
盛
ん
に
な
る
現
代
に
お
い

て
も
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
の
状
況
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
、
現
在
の
日
本
人
は
あ

�

�

ま
り
関
心
が
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。
況
ん
や
近
代
東
ア
ジ
ア
の
思
想
家
が
、
日
本
や
日
本
文

化
の
基
底
と
い
え
る
神
道
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
た
か
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
知
ら

�

�

�

�

な
い
と
言
え
よ
う
。し
か
し
現
代
の
東
ア
ジ
ア
の
人
々
を
よ
り
良
く
理
解
す
る
た
め
に
は
、近
代
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の
東
ア
ジ
ア
の
思
想
家
が
日
本
を
ど
の
よ
う
に
観
て
い
た
か
、
日
本
の
宗
教
を
ど
の
よ
う
に
捉

え
て
い
た
か
な
ど
を
正
し
く
認
識
す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る
。
近
代
の
欧
米
人
に
よ
る
日
本
観

や
神
道
観
に
つ
い
て
の
観
察
や
研
究
の
書
物
も
多
い
と
は
言
え
な
い
が
、
あ
る
程
度
の
著
述
は

残
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
に
比
較
す
る
と
、
こ
れ
ま
で
近
代
の
中
国
・
朝
鮮
半
島
の
思
想
家
に
よ

る
当
該
テ
ー
マ
に
関
わ
る
研
究
は
、
皆
無
に
近
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
意
味
で
、
近
代
東
ア
ジ

ア
の
思
想
家
に
お
け
る
神
道
観
研
究
を
中
心
と
し
た
本
論
文
は
、
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
だ
。

ま
た
こ
れ
ら
思
想
家
に
つ
い
て
の
見
解
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
典
拠
を
克
明
に
提
示
し
な
が
ら
、
論

述
し
て
い
て
説
得
力
が
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
若
干
の
批
判
を
述
べ
る
と
、
近
代
東
ア
ジ
ア
の
思
想
家
を
取
り
上
げ
る
に

際
し
て
、
魏
源
・
張
之
洞
・
康
有
為
、
黄
遵
憲
・
金
弘
集
・
李
炳
憲
・
朴
章
鉉
等
七
人
だ
け

で
、
近
代
東
ア
ジ
ア
の
思
想
家
を
代
表
し
て
良
い
の
か
ど
う
か
、
疑
問
は
残
ろ
う
。
た
と
え
ば

清
朝
で
は
孫
文
（
一
八
六
六
〜
一
九
二
五
）
や
魯
迅
（
一
八
八
一
〜
一
九
三
六
）、
朝
鮮
半
島

で
は
金
玉
均
（
一
八
五
一
〜
一
八
九
三
）
や
朴
泳
孝
（
一
八
六
一
〜
一
九
三
八
）
等
は
同
時
代
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人
で
あ
り
日
本
と
の
交
流
が
あ
り
日
本
観
を
有
し
て
い
た
。
日
本
の
宗
教
や
神
道
へ
の
言
及
が

全
く
無
か
っ
た
か
ら
取
上
げ
な
か
っ
た
の
か
ど
う
か
。
つ
ま
り
方
法
論
的
に
言
え
ば
、
ど
う
ゆ

う
人
物
を
対
象
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
近
代
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
思
想
家
」
を
代
表
す
る

こ
と
に
な
る
の
か
、
に
つ
い
て
の
議
論
が
あ
っ
て
も
良
か
っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
よ
う

な
問
題
の
困
難
さ
を
十
分
承
知
し
な
が
ら
、
敢
え
て
述
べ
て
置
く
。
ま
た
引
用
の
仕
方
に
い
さ

さ
か
問
題
が
あ
り
、
と
く
に
津
田
左
右
吉
著
『
日
本
の
古
典
』
の
引
用
文
が
長
く
不
適
切
と
い

う
印
象
を
も
っ
た
。け
れ
ど
も
こ
れ
ら
の
点
は
、本
論
文
全
体
を
損
な
う
瑕
疵
と
は
言
え
な
い
。

以
上
の
こ
と
を
総
合
的
に
判
断
す
る
と
、
本
論
文
の
提
出
者
小
林
寛
氏
は
博
士
（
神
道
学
）

の
学
位
を
授
与
さ
れ
る
資
格
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。
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平
成
二
十
三
年
二
月
十
八
日

主
査

國
學
院
大
學
教
授

安
蘇
谷

正

彦

◯印

副
査

國
學
院
大
學
教
授

井

上

順

孝

◯印

副
査

國
學
院
大
學
教
授

武

田

秀

章

◯印
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